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言語の違いが音楽の感得に与える影響
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録音日時 ･場所 :2002年 7月 1日,岡山大学音
楽教室演奏ホール
被験者 :専門学校生 (女性 360人,男性 15人),
岡山県内の小学校,中学校 ,高等学校 ,養護













































1.力強い (1) 6,堂々 () 1,
3,固い () 2,きびきび ()
どっしり( 1),元気 ( 1),重い( 1),力がみな
ぎる( 1)･･･総数 26件 
2.軽快 ･リズミカル (1) 2,きらき0,歯切れ ()
ら( 1),ぼつぼつ( 1),勢い( 1),生 き生 き 
(1)･･･総数 16件 
3.その他 ･･･総数 5件 
4.関連なし･･･総数 93件
図 2:日本語の場合 
1.伸びやか( 8),やわらかい( 7),なめらか( 5),

粘 り( 4), しっとり( 2),流れている( 2),お

となしい( 2),きれい( 1),まぬけ( 1),まろ





2.暗い( 1),深い( 1)･･･総数 2件 
3.その他 ･･･総数 30件 
4.関連なし･･･総数 20件
図 3:ドイツ語の場合 
1.はっきり( 3)･･･総数 3件 
2.軽やか ･リズミカル (1) 3,ひと3,歯切れ ()

つひとつの音の響 き (1),生 き生 き (1),走

りながら( 1),躍動感( 1),踊 り( 1)

･･･総数 21件 
3.その他 ･･･総数 3件 
4.関連なし･･･総数 65件
図 4:日本語の場合 
1.なめらか( 6),やわらかい( 6),しっとり( 5),

ゆった り( 4),伸びやか( 4),やさしい( 4),

大 きなフレーズ感( 1),落ち着いた( 1), し

つこい( 1),ねぼり( 1),まった り( 1),ゆっ

くり( 1),優雅 ( 1)･･･総数 36件

2.哀しい( 1),重い( 1)･･･総数 2件 
3.その他 ･･･総数 15件 
4.関連なし･･･総数 42件 
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ー トー ベン作曲の ｢第九交響曲｣に付した日本語と
｢野ばら｣の日本語の違いは何か｡第三は, ドイツ
語の曲に日本語を付した場合,演奏の仕方つまり表
現方法を替えることで, ドイツ語と同様な表現を達
成できるのか等である｡
註
1)『風土』の著者,和辻哲郎によれば,人間存在
の空間的 ･時間的構造は風土性歴史性として己を
現してくる,と述べている｡ 岩波書店,1975年, 
p.15.
 
2)1987年 9月23日の朝日新聞に次のような記事
が載った｡ある日本人のソプラノの女性が日本の
童謡を歌った際,共演した人の談話である｡ それ
は,｢清潔だし,日本の声楽家が歌う時の欠点で
ある不自然さがない｣という内容であった｡これ
は,日本の音楽教育の基本的な問題を提起してい
る｡ つまり,日本人であれば,日本の童謡が歌え
るのが当然なのに,日本の声楽家が歌う時の欠点
である不自然さがない,ということは,いつもは
外国語で歌っているため,自然な日本語の発音が
できないということであろう｡ このような音楽教
育が教員養成や音楽大学で実施されているとした
ら,一刻も早く是正されるべきである｡ この記事
は 15年前のものであるが,現在でも多 くの大学
では基本的な改革は行われてはいない｡
3)日本語に即した音程構造は長 2度であり,英語
やドイツ語では短 3度である｡ また日本語の高低
アクセントは,主に旋律を構成するのに対し,英
語や ドイツ語のような強弱アクセントはリズムを
構成するのである｡ ここに,言語の相違による基
本的な差異が存在する｡ 
4)感情は,社会性を帯びたものであるということ｡
そこには通文化的な普遍性がある｡ 池田謙一 ･村
田光二 『こころと社会一 認知社会心理学-の招
待』東京大学出版会,1991年,pp.166-167.
5)『ショパン』N.6 97 11
o4,東京音楽社,18年 月. 
6)楽譜 ｢歓喜の歌｣の中で,なかにし 礼が序文
の中で述べている｡ 東京音楽社,1987年 8月.
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